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９
月
定
例
会
最
終
日
、
議
長
発
議

で
常
任
委
員
会
構
成
等
調
査
研
究
特

別
委
員
会
の
設
置
案
が
上
程
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
常
任
委
員
会
の
あ
り
方
、
議

員
報
酬
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
中
に
お
い
て
、
財
政
面
や
山
積
の

課
題
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
調
査
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
上
で
今
後
、
市
の
将
来
像
を
描
い

て
い
け
る
方
向
性
を
、
市
民
の
皆
様

に
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
議
員
ひ
と
り
一
人
が
資
質
の
向
上

へ
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
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小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
、
議
会
の
更
な
る
信

頼
を
目
指
し
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
活
動
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深
い
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
）

２０
１９ （
令
和
元
）年
１１
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会
編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  https ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
６
３
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記

26

吉田中学校野球部（9月29日）

吉　田

刈田保育園（10月12日）

友情出演　向原 日之原太鼓（9月28日）

美土里 熱く戦え！ ５１人
みんなの思いを一つに

来原小学校  秋季大運動会（9月22日）

高　宮

がんばりました

甲田いづみこども園 第1回 運動会（９月26日）

甲　田 みんなが応援

ひとは祭り（９月７日）

向　原

第68回広島県中学校
総合体育大会　準優勝

第10回 米舞まつり

八千代 地域の楽しみ
子どもの発表会

今回の題字は、 さん（向原小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第63号 ２０１９（令和元）年１１月１５日発行

 あんな  こんな
 地域のかがやき

高校生との意見交換会報告

地域懇談会報告
  一問一答 
 12人が市政を問う

 ９月定例会
３０年度決算審査
 常任委員会報告

･･････20～21
･･････22～24

････････････26

･･･････････  2～　3  
････4～　6
･････  8～13  

･･ 14～20

ドローンスクール開校式（９月14日）

元ニュージーランド村

かきはら あい

安芸高田市
市議会のページ
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９月定例会９月定例会 ９月定例会９月定例会

設

置

特
別
委
員
会

常任委員会構成等調査研究
特別委員会を設置

常任委員会構成等調査研究
特別委員会を設置

調査目的
　・来期一般選挙（定数16）の各常任委員会の構成について
　・議員報酬のあり方について　・政務活動費のあり方について
　
委員構成：委員長　宍戸 邦夫　副委員長　芦田 宏治
　　　　　委　員　新田 和明　玉井 直子　大下 正幸　熊高 昌三　
　　　　　　　　　秋田 雅朝　青原 敏治 　

９
月
定
例
会
を
９
月
５

日
〜
25
日
ま
で
を
会
期
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
を
含
む
10
会

計
の
30
年
度
決
算
は
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
、
本
会
議
最
終
日
に

お
い
て
、
す
べ
て
全
員
賛

成
で
認
定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
18
議
案
（
う
ち
議
員
発

議
２
件
、
請
願
１
件
）
を
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
。
請
願
に
つ
い
て
は

み
な
し
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
補
正
予
算
審
査
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
で
は
、
12
人

が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

（
14
〜
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

９
月
定
例
会

■
認
定
第
１
号

全
員
賛
成

全
員
賛
成

本会議の議決風景

第63号　令和元年11月15日発行

認

　

定

30
年
度
決
算

●財政規模の増加傾向要因は
　・統合小学校整備等の普通建設事業費増
　・平成30年7月豪雨災害復旧事業費増
●財政調整のため
　・財政調整基金取り崩し額　約11億円
●経常収支比率は
　・97.4%（前年度比2.3ポイント上昇）

●財政規模の増加傾向要因は
　・統合小学校整備等の普通建設事業費増
　・平成30年7月豪雨災害復旧事業費増
●財政調整のため
　・財政調整基金取り崩し額　約11億円
●経常収支比率は
　・97.4%（前年度比2.3ポイント上昇）

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

■
討
論

■
賛
成

山
根
　
実
質
単
年
度
収
支
は
、
28
〜
30
年
度
と
３

か
年
マ
イ
ナ
ス
で
、
経
常
収
支
比
率
も
97
・
４
％

と
財
政
の
硬
直
化
が
進
む
が
、
30
年
度
の
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
で
厳
し
い
財
政
運
営
で
あ
っ
た
と

受
け
止
め
賛
成
。

■
採
決

■
認
定
第
10
号

○
平
成
30
年
度
安
芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

■
討
論

■
賛
成

山
根
　
今
後
公
表
さ
れ
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来

に
向
け
た
更
新
計
画
に
期
待
し
、
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
賛
成
。

■
採
決

全
員
賛
成

○
広
島
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
討
論

■
賛
成

熊
高
　
市
民
か
ら
請
願
が
出
る
中
、
発
議
が
さ

れ
、
全
て
の
議
員
も
理
解
さ
れ
た
。
県
が
し
っ

か
り
対
応
す
る
こ
と
を
念
じ
賛
成
。

山
根
　
県
は
要
領
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
す
る

が
、
要
領
は
行
政
機
関
内
部
の
決
ま
り
。
条
例

に
よ
っ
て
法
的
に
守
る
こ
と
が
重
大
。

秋
田
　
県
に
お
け
る
条
例
化
が
本
市
の
農
業
振

興
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
、
賛
成
。

　※

県
へ
提
出
す
る

同
一
趣
旨
の
発
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
み
な
し
採
択
と
す
る
。

■
請
願
（
１
件
）

○
主
要
農
作
物
（
米
・
麦
・
大
豆
）
種
子
法
の

廃
止
に
際
し
、
国
民
の
食
の
権
利
と
食
の
安

全
を
守
る
た
め
に
、
公
共
財
と
し
て
の
農
産

物
の
種
子
を
保
全
す
る
新
た
な
法
整
備
や
条

例
整
備
と
施
策
を
求
め
る
、
意
見
書
の
提
出
を

願
う
請
願
書

■
発
議
（
２
件
）

全
員
賛
成

○
主
要
農
作
物
種
子
法
の
復
活
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

■
討
論

■
賛
成

秋
田
　
種
子
法
は
、
予
算
確
保
の
根
拠
法
で
あ

り
、
安
価
で
高
品
質
な
種
子
の
安
定
供
給
や
地

域
の
米
の
品
種
の
多
様
性
を
維
持
し
て
き
た
。

今
後
の
市
の
農
業
に
も
大
き
く
関
わ
る
種
子
法

の
復
活
を
求
め
賛
成
。

山
根
　
政
府
は
種
子
法
を
廃
止
し
て
も
種
苗
法

で
補
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
種
苗
法
は
種
子
を

開
発
し
た
民
間
の
知
的
所
有
権
を
守
る
法
律
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
日
本
の
種
子

を
守
る
種
子
法
復
活
を
求
め
賛
成
。

山
本
　
農
業
の
保
護
、
食
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
必
要
。

※

国
の
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
。
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決算審査決算審査 決算審査決算審査

第63号　令和元年11月15日発行

30
年
度
決
算 歳出総額211億9790万円歳出総額211億9790万円
一般会計・特別会計一般会計・特別会計

歳入総額220億3027万円歳入総額220億3027万円
認

　

 

定

コンビニ交付サービス機

　
９
月
５
日
の
本
会
議
に
お

い
て
審
査
を
付
託
さ
れ
た
30

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
決
算
を
９
月

18
・
19
日
の
２
日
間
委
員
会

を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

委
員
長
　
青
原 

敏
治

副
委
員
長
　
大
下 

正
幸

委
　
　
員
　
議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計
・

　
公
営
企
業
会
計（
９
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

ひ
と
く
ち
メ
モ

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　
30
年
度
普
通
会
計
の
決
算

規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の

と
な
っ
た
。

　
財
政
規
模
は
24
年
度
か
ら

27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度

か
ら
30
年
度
に
か
け
て
増
加

○
経
常
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比

率
で
、
人
件
費
や
扶
助
費
等
の
義
務
的

性
格
の
経
常
経
費
に
経
常
的
な
収
入（
一

般
財
源
）
が
ど
の
程
度
費
や
さ
れ
て
い

る
か
を
求
め
た
も
の
。
都
市
は
75
％
、

町
村
は
70
％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ
て

お
り
、
90
％
を
超
え
る
団
体
は
、
そ

の
原
因
を
究
明
し
、
経
常
経
費
の
抑

制
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴

う
統
合
小
学
校
整
備
な
ど
普

通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た

こ
と
に
加
え
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復

旧
事
業
の
増
加
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

主
な
質
疑

■ 

総
務
部

Ｑ
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
い
る
が
、
市
民
の

利
用
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
30
年
７
月
１
日
か
ら
導

入
し
、
30
年
度
末
ま
で
に
91

件
の
利
用
が
あ
り
、
今
年
度

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
１

４
４
件
の
利
用
が
あ
る
。
国

に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
広

報
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
で
、
一
人
親
家
庭
・

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
等
相
談
支
援

等
を
実
施
し
た
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
は
児
童
虐
待
等
の

案
件
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
学
校
、
教
育
委
員
会
、

警
察
そ
の
他
医
療
機
関
等
に

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
生
活
路
線
確
保
対
策
事

業
の
中
で
、
お
太
助
ワ
ゴ
ン

平
均
利
用
者
数
が
計
画
値
に

達
し
て
い
な
い
。
利
用
料
収

入
は
計
画
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
22
年
度
ス
タ
ー
ト
当
初

は
約
１
１
０
０
万
円
。
ピ
ー

ク
は
25
年
度
あ
た
り
で
約
１

４
０
０
万
円
。
30
年
度
は
約

１
１
３
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
運
行

の
中
、
ど
の
便
も
満
員
と
は

な
ら
な
い
。
利
用
料
収
入
が
若

干
減
少
し
て
い
る
状
況
。
今
後

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

お太助ワゴン

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
要
保

護
児
童
対
策
協
議
会
に
よ
り
、

情
報
の
連
携
を
と
り
な
が
ら

被
虐
待
児
童
等
の
発
見
に
努

め
て
い
る
。
発
見
し
た
場
合

は
西
部
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
対
応
し
て

い
る
。
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コンビニ交付サービス機
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月
５
日
の
本
会
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に
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い
て
審
査
を
付
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さ
れ
た
30

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
決
算
を
９
月

18
・
19
日
の
２
日
間
委
員
会

を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

委
員
長
　
青
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敏
治

副
委
員
長
　
大
下 

正
幸

委
　
　
員
　
議
長
・
監
査
委
員

　
　
　
　
　
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

○
一
般
会
計

　
　
通
常
の
行
政
事
業
の

範
囲
で
毎
年
必
要
と
な

る
経
理

○
特
別
会
計
・

　
公
営
企
業
会
計（
９
会
計
）

　
　
一
般
会
計
か
ら
切
り

離
し
て
独
立
し
て
行
わ

れ
る
経
理

ひ
と
く
ち
メ
モ

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　
30
年
度
普
通
会
計
の
決
算

規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
る
も
の

と
な
っ
た
。

　
財
政
規
模
は
24
年
度
か
ら

27
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
が
、
28
年
度

か
ら
30
年
度
に
か
け
て
増
加

○
経
常
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比

率
で
、
人
件
費
や
扶
助
費
等
の
義
務
的

性
格
の
経
常
経
費
に
経
常
的
な
収
入（
一

般
財
源
）
が
ど
の
程
度
費
や
さ
れ
て
い

る
か
を
求
め
た
も
の
。
都
市
は
75
％
、

町
村
は
70
％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ
て

お
り
、
90
％
を
超
え
る
団
体
は
、
そ

の
原
因
を
究
明
し
、
経
常
経
費
の
抑

制
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
学
校
規
模
適
正
化
に
伴

う
統
合
小
学
校
整
備
な
ど
普

通
建
設
事
業
費
が
増
加
し
た

こ
と
に
加
え
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復

旧
事
業
の
増
加
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

主
な
質
疑

■ 

総
務
部

Ｑ
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
い
る
が
、
市
民
の

利
用
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
30
年
７
月
１
日
か
ら
導

入
し
、
30
年
度
末
ま
で
に
91

件
の
利
用
が
あ
り
、
今
年
度

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
１

４
４
件
の
利
用
が
あ
る
。
国

に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
広

報
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

■ 

一
般
会
計 

■

■ 

福
祉
保
健
部

Ｑ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
で
、
一
人
親
家
庭
・

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
等
相
談
支
援

等
を
実
施
し
た
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
は
児
童
虐
待
等
の

案
件
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
学
校
、
教
育
委
員
会
、

警
察
そ
の
他
医
療
機
関
等
に

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
生
活
路
線
確
保
対
策
事

業
の
中
で
、
お
太
助
ワ
ゴ
ン

平
均
利
用
者
数
が
計
画
値
に

達
し
て
い
な
い
。
利
用
料
収

入
は
計
画
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
22
年
度
ス
タ
ー
ト
当
初

は
約
１
１
０
０
万
円
。
ピ
ー

ク
は
25
年
度
あ
た
り
で
約
１

４
０
０
万
円
。
30
年
度
は
約

１
１
３
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
運
行

の
中
、
ど
の
便
も
満
員
と
は

な
ら
な
い
。
利
用
料
収
入
が
若

干
減
少
し
て
い
る
状
況
。
今
後

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

お太助ワゴン

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
要
保

護
児
童
対
策
協
議
会
に
よ
り
、

情
報
の
連
携
を
と
り
な
が
ら

被
虐
待
児
童
等
の
発
見
に
努

め
て
い
る
。
発
見
し
た
場
合

は
西
部
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
対
応
し
て

い
る
。
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９
月
６
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
７
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
令
和
元
年
度
安
芸
高

田
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

○
令
和
元
年
度
安
芸
高

田
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）ほ

か
５
件

委
員
長
　
青
原
敏
治

副
委
員
長
　
大
下
正
幸

委

員
　
議
長
を
除
く

全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
産
業
振
興
部

Ｑ
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
で
は
制

度
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い

協
定
が
あ
り
、
全
額
交
付
し
て

い
る
現
状
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
制
度
説
明
は
年
１
回
行
っ

て
い
る
。
課
題
と
な
る
案
件
は

個
別
に
通
知
し
、
改
善
を
図
っ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
制
度

改
正
が
始
ま
る
の
で
さ
ら
な
る

周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

■
市
民
部

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
事
業
で
は
カ
ー
ド
交
付

が
目
標
値
ま
で
伸
び
て
い
な

い
が
、
カ
ー
ド
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
の
か
。

Ａ
　
政
府
の
進
め
る
保
険
証

と
し
て
の
利
用
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
普
及
等
の
方
針
を

広
報
し
て
啓
発
に
取
り
組
む
。

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

一
定
額
を
前
払
い
等
し
た
人
に
国
が
付
与
す
る
ポ
イ

ン
ト
。
民
間
の
QR
コ
ー
ド
決
済
・
ス
マ
ホ
決
済
な
ど

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
国
が
ポ
イ

ン
ト
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の
。

○
対
象
者

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
マ
イ
キ
ー
ID
を

設
定
し
た
人
。

○
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
期
間
限
定

令
和
元
年
10
月
〜
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
、
２
〜

５
％
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
予
定
。
９
カ
月
間

だ
け
の
期
間
限
定
の
制
度
。

中山間地域等直接支払交付金事業説明会

■
企
画
振
興
部

Ｑ

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
内
訳

は
、
個
人
の
ふ
る
さ
と
納
税
か
企

業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
か
。

Ａ

補
正
の
増
額
は
、
個
人
の
ふ

る
さ
と
納
税
。

Ｑ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
。

Ａ

今
回
の
補
正
に
あ
げ
て
い

な
い
。
今
年
度
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事

業
費
１
億
４
１
０
０
万
円
に
対
し
、

３
０
０
０
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
目
標
に
設
定
し
て
い
た

が
、
事
業
に
賛
同
さ
れ
る
企
業
が

多
く
、
現
在
９
５
０
０
万
円
の
内

諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

12
月
補
正
で
は
約
１
億
１
５
０

０
万
円
に
目
標
変
更
し
、
事
業
費

全
体
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

■
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
浄
化
槽
整
備

事
業
等
の
６
件
の
特
別
会
計
は
、

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
な
ど
が
主
な
も
の
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金７５

０
０
万
円

歳出（災害関連）

一般会計 補正8億1168万円を追加一般会計 補正8億1168万円を追加
（一般会計総額　221億 2724万円）

災害関連　4億3857万円　ふるさと応援基金7500万円

■
水
道
事
業
会
計

Ｑ
　
配
水
量
の
有
収
率
に
つ

い
て
30
年
度
82
・
５
％
と
前

年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
は
い

る
が
、
こ
の
値
は
標
準
的
に

考
え
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
決
し
て
誇
れ
る
数
字
で

は
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
漏
水
等
が
あ
り
す
べ
て
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
す

ぐ
に
改
善
と
い
う
の
も
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

■
公
営
企
業
会
計
■

令
和
元
年
度

ふるさと納税　寄附額の推移表
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９
月
６
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
７
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
令
和
元
年
度
安
芸
高

田
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

○
令
和
元
年
度
安
芸
高

田
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　
　
　
ほ
か
５
件

委
員
長
　
青
原 

敏
治

副
委
員
長
　
大
下 

正
幸

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く

　
　
　
　
　
全
議
員

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■ 

産
業
振
興
部

Ｑ
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
で
は
制

度
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い

協
定
が
あ
り
、
全
額
交
付
し
て

い
る
現
状
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
制
度
説
明
は
年
１
回
行
っ

て
い
る
。
課
題
と
な
る
案
件
は

個
別
に
通
知
し
、
改
善
を
図
っ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
制
度

改
正
が
始
ま
る
の
で
さ
ら
な
る

周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

■ 

市
民
部

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
事
業
で
は
カ
ー
ド
交
付

が
目
標
値
ま
で
伸
び
て
い
な

い
が
、
カ
ー
ド
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
の
か
。

Ａ
　
政
府
の
進
め
る
保
険
証

と
し
て
の
利
用
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
普
及
等
の
方
針
を

広
報
し
て
啓
発
に
取
り
組
む
。

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は

一
定
額
を
前
払
い
等
し
た
人
に
国
が
付
与
す
る
ポ
イ

ン
ト
。
民
間
の
QR
コ
ー
ド
決
済
・
ス
マ
ホ
決
済
な
ど

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
が
チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
国
が
ポ
イ

ン
ト
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の
。

○
対
象
者

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
マ
イ
キ
ー
ID
を

設
定
し
た
人
。

○
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
期
間
限
定

令
和
元
年
10
月
〜
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
、
２
〜

５
％
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
予
定
。
９
カ
月
間

だ
け
の
期
間
限
定
の
制
度
。

中山間地域等直接支払交付金事業説明会

■ 

企
画
振
興
部

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
内
訳

は
、
個
人
の
ふ
る
さ
と
納
税
か
企

業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
か
。

Ａ
　
補
正
の
増
額
は
、
個
人
の
ふ

る
さ
と
納
税
。

Ｑ
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
。

Ａ
　
今
回
の
補
正
に
あ
げ
て
い

な
い
。
今
年
度
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事

業
費
１
億
４
１
０
０
万
円
に
対
し
、

３
０
０
０
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
目
標
に
設
定
し
て
い
た

が
、
事
業
に
賛
同
さ
れ
る
企
業
が

多
く
、
現
在
９
５
０
０
万
円
の
内

諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
12
月
補
正
で
は
約
１
億
１
５
０

０
万
円
に
目
標
変
更
し
、
事
業
費

全
体
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

■ 

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
、
浄
化
槽
整
備

事
業
等
の
６
件
の
特
別
会
計
は
、

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
の
調
整
な
ど
が
主
な
も
の
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
　
７
５
０
０
万
円

歳出（災害関連）

一般会計 補正8億1168万円を追加一般会計 補正8億1168万円を追加
（一般会計総額　221億 2724万円）

災害関連　4億3857万円　ふるさと応援基金7500万円

■ 

水
道
事
業
会
計

Ｑ
　
配
水
量
の
有
収
率
に
つ

い
て
30
年
度
82
・
５
％
と
前

年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
は
い

る
が
、
こ
の
値
は
標
準
的
に

考
え
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
決
し
て
誇
れ
る
数
字
で

は
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
漏
水
等
が
あ
り
す
べ
て
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
す

ぐ
に
改
善
と
い
う
の
も
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

■ 

公
営
企
業
会
計 

■

令
和
元
年
度

ふるさと納税　寄附額の推移表
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９
月
12
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
成
年
被
後
見
人
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本
　 

優

　
　
　
　
　
塚
本
　 

近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　■
質
疑

石
飛
　
条
例
の
整
理

に
伴
い
条
例
に
係
る
規

定
や
要
綱
等
が
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
整
理
も

一
緒
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
。

内
藤
総
務
課
長

　そ
の

他
要
綱
、
要
領
等
で
改

正
を
伴
う
も
の
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

　■
質
疑

石
飛
　
毎
年
の
よ
う
に

追
加
項
目
が
増
え
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
も
過

疎
債
を
使
っ
て
整
備
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　非
常
に
有
利
な
起

債
、財
源
で
あ
る
た
め
、

過
疎
債
を
活
用
し
な
が

ら
整
備
し
て
い
く
。

成
年
被
後
見
人
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の

適
正
化
等
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

報

　告

　事

　項

　■
概
要

　
成
年
被
後
見
人
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
欠
格

条
項
を
設
け
て
い
る
各

制
度
に
つ
い
て
削
除
し
、

ま
た
は
個
別
、
具
体
的

に
判
断
す
る
規
定
へ
と

適
正
化
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
新
規
事
業
と
し
て

＊
安
芸
高
田
市
文
化
セ

ン
タ
ー
改
修
事
業

＊
山
手
西
線
（
改
良
）

＊
観
光
施
設
環
境
整

備
事
業

の
事
業
追
加
に
伴
い
、

計
画
を
変
更
す
る
も
の
。

○
第
三
次
安
芸
高
田

市
行
政
改
革
推
進

実
施
計
画
平
成
30

年
度
実
績
報
告
書

に
つ
い
て

○
第
三
次
安
芸
高
田

市
行
政
改
革
推
進

実
施
計
画
令
和
元

年
度
改
訂
版
に
つ

い
て

条
例
の
可
決
後
に
行
う

よ
う
考
え
て
い
る
。

石
飛
　
第
三
セ
ク
タ
ー

の
健
全
化
を
継
続
し
て

い
る
が
、
改
修
事
業
も

進
行
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
経

済
効
果
や
観
光
客
を
呼

び
込
む
貴
重
な
施
設
で

あ
り
、
運
営
、
経
営
等

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が

ら
更
新
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

塚
本
　
計
画
的
な
改
修

は
当
然
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
く
ら
い
の
金
額
の

起
債
を
計
画
し
て
い
る

の
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　
令
和
元
年
度
か
ら
４

年
度
ま
で
の
４
年
間
で

全
体
の
事
業
費
は
３
億

３
０
０
０
万
円
余
り
の

計
画
で
あ
り
、そ
の
内
、

現
行
の
過
疎
法
が
残
る

２
年
間
は
１
億
７
０
０

０
万
円
程
度
の
過
疎
債

を
充
て
る
計
画
。

塚
本
　
令
和
２
年
以
降
、

過
疎
債
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
、
他
の
財
源
を

求
め
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
前
倒
し
で
２
年

前
ま
で
に
完
了
さ
せ
る

考
え
は
。

竹
本
副
市
長

　過
疎
債

は
県
内
の
全
体
的
な
枠

の
限
度
が
あ
り
、
安
芸

高
田
市
の
思
い
だ
け
で

は
充
当
で
き
な
い
実
態

が
あ
る
。

要　望

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の採択及び地元国会議員に
対する要望活動について
〔要 望 者〕全国市議会議長会　会長　野尻　哲雄
〔審査結果〕国に対する意見書はすでに提出済みのため採択しないが、地元国会議員に対する要望

活動については継続して行う。

田原本町・明日香村（奈良県）
先進地視察先進地視察
た わらもとちょう あ す か むら

研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

◇高齢者等の登録者に対し、
タクシー初乗り運賃補助チ
ケットを発行し対応。

◇今後の課題として
　　国や県の補助対象事業がな

く町が100％負担しており、
継続していくためには県や
国への強い要望が必要。

田原本町
人　口：31,691人
世帯数：11,463世帯
面　積：21.09k㎡
高齢化率：29.0％

明日香村
人　口：5,523人
世帯数：1,779世帯
面   積：24.08k㎡
高齢化率：36.6％

◇平地、中山間、山間部と村の
地形が大きく違うため、村
内3つの対象エリアでそれ
ぞれ「既存の交通機関を活
用」、「乗り合いタクシーの
活用」、「タクシーチケットの
交付」と対象者の在住地域
によって対応が異なる。

◇公共交通の取り組みに
ついて

◇公共交通の取り組みに
ついて

奈
　
良
　
県

ま と め

　それぞれの町・村の地形等を考慮した対応で、住民ニーズにこたえる努力・配慮がされている。
安芸高田市としてこれらを参考にしながら公共交通の在り方とともに充実に取り組む必要性を強
く感じた。利用者が約3000人減の状況から見て、抜本的な見直しが早急に求められると考えら
れる。

７月10日～11日
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９
月
12
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、要

望
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
成
年
被
後
見
人
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

委
員
長
　
宍
戸 

邦
夫

副
委
員
長
　
新
田 

和
明

委
　
　
員
　
石
飛 

慶
久

　
　
　
　
　
山
本
　 

優

　
　
　
　
　
塚
本
　 

近

　
　
　
　
　
先
川 

和
幸

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　■
質
疑

石
飛
　
条
例
の
整
理

に
伴
い
条
例
に
係
る
規

定
や
要
綱
等
が
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
整
理
も

一
緒
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
。

内
藤
総
務
課
長

　そ
の

他
要
綱
、
要
領
等
で
改

正
を
伴
う
も
の
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

　■
質
疑

石
飛
　
毎
年
の
よ
う
に

追
加
項
目
が
増
え
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
も
過

疎
債
を
使
っ
て
整
備
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　非
常
に
有
利
な
起

債
、財
源
で
あ
る
た
め
、

過
疎
債
を
活
用
し
な
が

ら
整
備
し
て
い
く
。

成
年
被
後
見
人
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の

適
正
化
等
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

報

　告

　事

　項

　■
概
要

　
成
年
被
後
見
人
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
欠
格

条
項
を
設
け
て
い
る
各

制
度
に
つ
い
て
削
除
し
、

ま
た
は
個
別
、
具
体
的

に
判
断
す
る
規
定
へ
と

適
正
化
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
新
規
事
業
と
し
て

＊
安
芸
高
田
市
文
化
セ

ン
タ
ー
改
修
事
業

＊
山
手
西
線
（
改
良
）

＊
観
光
施
設
環
境
整

備
事
業

の
事
業
追
加
に
伴
い
、

計
画
を
変
更
す
る
も
の
。

○
第
三
次
安
芸
高
田

市
行
政
改
革
推
進

実
施
計
画
平
成
30

年
度
実
績
報
告
書

に
つ
い
て

○
第
三
次
安
芸
高
田

市
行
政
改
革
推
進

実
施
計
画
令
和
元

年
度
改
訂
版
に
つ

い
て

条
例
の
可
決
後
に
行
う

よ
う
考
え
て
い
る
。

石
飛
　
第
三
セ
ク
タ
ー

の
健
全
化
を
継
続
し
て

い
る
が
、
改
修
事
業
も

進
行
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
経

済
効
果
や
観
光
客
を
呼

び
込
む
貴
重
な
施
設
で

あ
り
、
運
営
、
経
営
等

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が

ら
更
新
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

塚
本
　
計
画
的
な
改
修

は
当
然
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
く
ら
い
の
金
額
の

起
債
を
計
画
し
て
い
る

の
か
。

河
本
政
策
企
画
課
長

　

　
令
和
元
年
度
か
ら
４

年
度
ま
で
の
４
年
間
で

全
体
の
事
業
費
は
３
億

３
０
０
０
万
円
余
り
の

計
画
で
あ
り
、そ
の
内
、

現
行
の
過
疎
法
が
残
る

２
年
間
は
１
億
７
０
０

０
万
円
程
度
の
過
疎
債

を
充
て
る
計
画
。

塚
本
　
令
和
２
年
以
降
、

過
疎
債
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
、
他
の
財
源
を

求
め
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
前
倒
し
で
２
年

前
ま
で
に
完
了
さ
せ
る

考
え
は
。

竹
本
副
市
長

　過
疎
債

は
県
内
の
全
体
的
な
枠

の
限
度
が
あ
り
、
安
芸

高
田
市
の
思
い
だ
け
で

は
充
当
で
き
な
い
実
態

が
あ
る
。

要　望

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書の採択及び地元国会議員に
対する要望活動について
〔要 望 者〕全国市議会議長会　会長　野尻　哲雄
〔審査結果〕国に対する意見書はすでに提出済みのため採択しないが、地元国会議員に対する要望

活動については継続して行う。

田原本町・明日香村（奈良県）
先進地視察先進地視察
た わらもとちょう あ す か むら

研修報告 総務企画常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

◇高齢者等の登録者に対し、
タクシー初乗り運賃補助チ
ケットを発行し対応。

◇今後の課題として
　　国や県の補助対象事業がな

く町が100％負担しており、
継続していくためには県や
国への強い要望が必要。

田原本町
人　口：31,691人
世帯数：11,463世帯
面　積：21.09k㎡
高齢化率：29.0％

明日香村
人　口：5,523人
世帯数：1,779世帯
面   積：24.08k㎡
高齢化率：36.6％

◇平地、中山間、山間部と村の
地形が大きく違うため、村
内3つの対象エリアでそれ
ぞれ「既存の交通機関を活
用」、「乗り合いタクシーの
活用」、「タクシーチケットの
交付」と対象者の在住地域
によって対応が異なる。

◇公共交通の取り組みに
ついて

◇公共交通の取り組みに
ついて

奈
　
良
　
県

ま と め

　それぞれの町・村の地形等を考慮した対応で、住民ニーズにこたえる努力・配慮がされている。
安芸高田市としてこれらを参考にしながら公共交通の在り方とともに充実に取り組む必要性を強
く感じた。利用者が約3000人減の状況から見て、抜本的な見直しが早急に求められると考えら
れる。

７月10日～11日
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９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
３
件
、陳

情
・
要
望
等
２
件
、
請

願
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

委
員
長
　
秋
田 

雅
朝

副
委
員
長
　
玉
井 

直
子

委
　
　
員
　
玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　
児
玉 

史
則

　
　
　
　
　
青
原 

敏
治

　
　
　
　
　
水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　■
質
疑

児
玉
　
旧
氏
を
併
記
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

毛
利
総
合
窓
口
課
長

　

　女
性
が
結
婚
後
も
職

場
等
で
旧
氏
を
使
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

契
約
等
し
た
場
合
に
印

鑑
登
録
が
旧
氏
の
ま
ま

使
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　
令
和
元
年
11
月
５
日

施
行
の
「
住
民
基
本
台
帳

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
」
に
よ
り
住
民
票

等
に
旧
氏
を
併
記
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
令
和
元
年
８
月
１
日

施
行
の
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
よ

り
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
を
受
け
た
者
の
償
還
金

の
支
払
猶
予
、
償
還
免
除

の
対
象
範
囲
の
拡
大
、
償

還
免
除
の
特
例
、
合
議
制

の
機
関
の
設
置
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
令
和
元
年
10
月
１
日

施
行
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
関
係
条
例
中
の

文
言
を
整
理
す
る
も
の
。

加賀市・白山市（石川県）
先進地視察先進地視察

か 　 が はくざ ん

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔プログラミング教育について〕
◇令和２年度から小学校にお
けるプログラミング教育が必
修化されるにあたり、29年
度から全国に先駆け実施。
自らプログラミングしたロボ
ットで強さ、速さを競う「ロボ
レーブ大会」を推進。
　子どもたちが夢中になり、
積極的に参加し思考力向上
傾向。

〔学力向上の取り組み〕
◇「改訂いしかわ学び指針12
カ条」を基本とし①活用力を
高める授業②学力・学習を
支える基盤③指導改善を進
める体制を柱の中心に学習
意欲を高める課題に挑戦。

加賀市
人　口：67,186人
世帯数：24,770世帯
面　積：305.87k㎡
高齢化率：33.2％

白山市
人　口：109,287人
世帯数：38,381世帯
面   積：754.93k㎡
高齢化率：25.6％

◇「社会福祉法人佛子園」の多
機能施設を中核とし、高齢
者・子ども・障害者・学生など
「ごちゃまぜ」で暮らせる地
域・多世代交流を市・佛子園・
金城大学の３者が連携し、安
心して生涯住みつづけたい
と思うまちづくりを実施中。

◇「ごっちゃプロジェクト」
について

◇小学校におけるプログ
ラミング教育について
◇学力向上の取り組み

石
　
川
　
県

ま と め

・プログラミング教育は、筋道を立ててものごとを考える「論理的思考力」を身につける教育とし
て期待でき、第４次産業革命を迎える時代に重要な手法と認識。
・学力向上は、子どもたちが興味を持つことができる授業づくりが最重要。
・「ごっちゃプロジェクト」は理想的。当市では大学生をどうやって取り込めるかが課題。

８月21日～22日

陳　情・要　望

平成30年7月豪雨の被災者に対する医療費等一部負担金の免除対象期間の
延長に関する請願書
〔請 願 者〕広島県民主医療機関連合会　会長　佐々木　敏哉
〔要　　旨〕 １. 国と県に対して医療費等の窓口一部負担金等の免除を 7 月以降も延長し、
　　　　　　　そのための財政支援を自治体に行うことを求めること。
　　　　　２. 自治体で独自に本年 7 月以降も延長できるような措置を行うこと。
〔審査結果〕上記の請願は不採択とした。

※請願書は紹介議員が必要。紹介がない場合、陳情・要望として扱っています。

歯科衛生士の就労改善に向けた陳情
〔陳 情 者〕広島県保険医協会　理事長　長谷　憲
〔要　　旨〕 １. 自治体独自の給付型や無利子の就学助成制度を創設すること。
　　　　　２. 安心して産休・育児休暇を取得できるようにすること。また、復職を希望
　　　　　　　する場合は医療現場に戻れるよう研修の場を多く設けること。
〔審査結果〕上記の陳情は趣旨採択とした。

請　願

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔審査結果〕上記の請願は引き続き継続審査とした。



安芸高田市議会だより 1011

文教厚生文教厚生 文教厚生文教厚生

第63号　令和元年11月15日発行

　
９
月
13
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
３
件
、陳

情
・
要
望
等
２
件
、
請

願
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

委
員
長
　
秋
田 

雅
朝

副
委
員
長
　
玉
井 

直
子

委
　
　
員
　
玉
重 

輝
吉

　
　
　
　
　
児
玉 

史
則

　
　
　
　
　
青
原 

敏
治

　
　
　
　
　
水
戸 

眞
悟

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　■
質
疑

児
玉
　
旧
氏
を
併
記
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

毛
利
総
合
窓
口
課
長

　

　女
性
が
結
婚
後
も
職

場
等
で
旧
氏
を
使
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

契
約
等
し
た
場
合
に
印

鑑
登
録
が
旧
氏
の
ま
ま

使
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　■
概
要

　
令
和
元
年
11
月
５
日

施
行
の
「
住
民
基
本
台
帳

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
」
に
よ
り
住
民
票

等
に
旧
氏
を
併
記
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
令
和
元
年
８
月
１
日

施
行
の
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
よ

り
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
を
受
け
た
者
の
償
還
金

の
支
払
猶
予
、
償
還
免
除

の
対
象
範
囲
の
拡
大
、
償

還
免
除
の
特
例
、
合
議
制

の
機
関
の
設
置
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
令
和
元
年
10
月
１
日

施
行
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
関
係
条
例
中
の

文
言
を
整
理
す
る
も
の
。

加賀市・白山市（石川県）
先進地視察先進地視察

か 　 が はくざ ん

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

〔プログラミング教育について〕
◇令和２年度から小学校にお
けるプログラミング教育が必
修化されるにあたり、29年
度から全国に先駆け実施。
自らプログラミングしたロボ
ットで強さ、速さを競う「ロボ
レーブ大会」を推進。
　子どもたちが夢中になり、
積極的に参加し思考力向上
傾向。

〔学力向上の取り組み〕
◇「改訂いしかわ学び指針12
カ条」を基本とし①活用力を
高める授業②学力・学習を
支える基盤③指導改善を進
める体制を柱の中心に学習
意欲を高める課題に挑戦。

加賀市
人　口：67,186人
世帯数：24,770世帯
面　積：305.87k㎡
高齢化率：33.2％

白山市
人　口：109,287人
世帯数：38,381世帯
面   積：754.93k㎡
高齢化率：25.6％

◇「社会福祉法人佛子園」の多
機能施設を中核とし、高齢
者・子ども・障害者・学生など
「ごちゃまぜ」で暮らせる地
域・多世代交流を市・佛子園・
金城大学の３者が連携し、安
心して生涯住みつづけたい
と思うまちづくりを実施中。

◇「ごっちゃプロジェクト」
について

◇小学校におけるプログ
ラミング教育について
◇学力向上の取り組み

石
　
川
　
県

ま と め

・プログラミング教育は、筋道を立ててものごとを考える「論理的思考力」を身につける教育とし
て期待でき、第４次産業革命を迎える時代に重要な手法と認識。
・学力向上は、子どもたちが興味を持つことができる授業づくりが最重要。
・「ごっちゃプロジェクト」は理想的。当市では大学生をどうやって取り込めるかが課題。

８月21日～22日

陳　情・要　望

平成30年7月豪雨の被災者に対する医療費等一部負担金の免除対象期間の
延長に関する請願書
〔請 願 者〕広島県民主医療機関連合会　会長　佐々木　敏哉
〔要　　旨〕 １. 国と県に対して医療費等の窓口一部負担金等の免除を 7 月以降も延長し、
　　　　　　　そのための財政支援を自治体に行うことを求めること。
　　　　　２. 自治体で独自に本年 7 月以降も延長できるような措置を行うこと。
〔審査結果〕上記の請願は不採択とした。

※請願書は紹介議員が必要。紹介がない場合、陳情・要望として扱っています。

歯科衛生士の就労改善に向けた陳情
〔陳 情 者〕広島県保険医協会　理事長　長谷　憲
〔要　　旨〕 １. 自治体独自の給付型や無利子の就学助成制度を創設すること。
　　　　　２. 安心して産休・育児休暇を取得できるようにすること。また、復職を希望
　　　　　　　する場合は医療現場に戻れるよう研修の場を多く設けること。
〔審査結果〕上記の陳情は趣旨採択とした。

請　願

甲田町高田原下長屋地区に計画中の安芸高田市甲田町高田原産業廃棄物最終
処分場建設許可差し止めに関する請願書
〔審査結果〕上記の請願は引き続き継続審査とした。
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９
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
放
置
人
工
林
を
、

森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
で
順
次
計
画

的
に
皆
伐
を
進
め
、

天
然
林
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

委
員
長
　
熊
高 

昌
三

副
委
員
長
　
芦
田 

宏
治

委
　
　
員
　
山
根 

温
子

　
　
　
　
　
前
重 

昌
敬

　
　
　
　
　
大
下 

正
幸

　
　
　
　
　
金
行 

哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　■
質
疑

山
根
　
行
政
区
が
分

割
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
か
。
住

民
側
か
ら
話
が
あ
っ
た

の
か
、
市
か
ら
な
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　住
民

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
新
し
い
行
政

市水道事業の
設置等に関する
条例の一部を
改正する条例

　■
質
疑

前
重
　
安
芸
高
田
市

内
に
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
は
何
社

あ
る
か
。

聖
川
上
下
水
道
課
特
命

担
当
課
長
　
８
月
20
日

現
在
で
２
１
３
社
の
登

録
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

市水道事業
給水条例の一部を
改正する条例

　■
概
要

　
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
に
お
い

て
、
給
水
区
域
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
行

政
区
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
休
止
・
廃
止
な
ど
の
実
態
と
の
乖
離
の

防
止
を
図
る
た
め
に
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
指
定
の
更
新
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
更
新

手
数
料
を
１
万
円
に
定
め
る
も
の
。
指
定
有
効
期

間
は
５
年
。

湖南市・長浜市・東近江市（滋賀県）
神戸大学大学院農学研究科（兵庫県神戸市）

先進地視察先進地視察
こな んし な が はまし ひ がし おうみし

研修報告 産業建設常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

◇滋賀県南部に位置し、大阪、
名古屋から約100㎞圏域に
あり、近畿圏と中部圏をつな
ぐ広域交流拠点にある。湖
南工業団地は国内有数の
内陸工業団地。市は多文化
共生施策推進に取り組んで
いる。

湖南市
人　口：54,289人
世帯数：21,286世帯
面　積：70.40k㎡
高齢化率：21.5％

◇外国人労働者の
　受け入れについて

滋
　
賀
　
県

兵
　
庫
　
県

ま と め

 今回の先進地視察は安芸高田市の課題でもある4つのテーマを設定し、3市の視察と神戸大学での研修を行
った。湖南市の多文化共生社会の構築は最先端を行く素晴らしい取り組みだと思った。長浜市の観光振興は稼
げる観光への転換とインバウンド戦略が参考になった。東近江市の里山整備の取り組みは現地視察の大切さを
痛感した。神戸大学での黒田先生の研修では里山管理の正しい知識を身につける大切さを学ぶことができた。

７月３日～５日

◇滋賀県の東北部に位置し、北
は福井県、東は岐阜県に接し
ている。京都市や名古屋市か
ら約60㎞圏域、大阪市から
約100㎞圏域にある。

　黒壁スクエアは現在200万
人近い来訪者で賑わう。

長浜市
人　口：118,193人
世帯数：41,788世帯
面　積：681.02k㎡
高齢化率：26.9％

◇長浜の歴史を生かした
観光について

◇滋賀県の東部に位置し、鈴鹿
山脈から琵琶湖岸まで東西
に長い市域を持つ。シカ、イ
ノシシ、サルなどによる被害
が発生しており、「東近江地
域鳥獣被害防止計画」を策
定し対策に取り組んでいる。

東近江市
人　口：114,180人
世帯数：40,691世帯
面　積：388.37k㎡
高齢化率：24.7％

◇有害鳥獣対策について

◇神戸大学農学部森林資源学
教授で農学博士の黒田慶子
先生に里山の現状と今後の
管理のあり方について研修
を受ける。

神戸大学大学院
農学研究科

◇里山の整備について

陳　情

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税(仮称)で順次計画的に
皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書
〔要 望 者〕一般財団法人　日本熊森協会　会長　室屋　悠子
〔要　　旨〕 人工林が放置されているため奥山が荒廃している。放置人工林は間伐ではなく、
　　　　　一定面積を皆伐し、天然林に戻すことを求める陳情。
〔審査結果〕山の荒廃は人工林だけが原因とは考えれられない。また、人工林を皆伐すること
　　　　　　の影響も考慮して、上記陳情は不採択とした。

区
の
設
置
を
求
め
ら
れ

て
お
り
、
協
議
を
進
め

て
い
た
が
、
現
在
の
地

域
の
方
の
賛
同
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
区
を

分
け
る
こ
と
と
し
た
。

市
内
に
住
所
を
持
っ
て

い
る
業
者
は
66
社
、
そ

れ
以
外
は
市
外
で
あ

る
。
こ
の
中
に
は
廃
業

さ
れ
た
業
者
も
含
ま
れ

て
お
り
、
全
て
が
稼
働

さ
れ
て
い
る
か
を
掌
握

で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

分割した行政区（吉田町青迫地区）

水
道
工
事
の
様
子
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９
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、議
案
２
件
、陳

情
１
件
を
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
放
置
人
工
林
を
、

森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
で
順
次
計
画

的
に
皆
伐
を
進
め
、

天
然
林
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

委
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長
　
熊
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昌
三

副
委
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長
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宏
治

委
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山
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温
子

　
　
　
　
　
前
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昌
敬
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正
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金
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哲
昭

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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質
疑

山
根
　
行
政
区
が
分

割
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
か
。
住

民
側
か
ら
話
が
あ
っ
た

の
か
、
市
か
ら
な
の
か
。

内
藤
総
務
課
長

　住
民

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
新
し
い
行
政

市水道事業の
設置等に関する
条例の一部を
改正する条例

　■
質
疑

前
重
　
安
芸
高
田
市

内
に
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
は
何
社

あ
る
か
。

聖
川
上
下
水
道
課
特
命

担
当
課
長
　
８
月
20
日

現
在
で
２
１
３
社
の
登

録
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

市水道事業
給水条例の一部を
改正する条例

　■
概
要

　
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
に
お
い

て
、
給
水
区
域
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
行

政
区
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　■
概
要

　
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
休
止
・
廃
止
な
ど
の
実
態
と
の
乖
離
の

防
止
を
図
る
た
め
に
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
指
定
の
更
新
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
更
新

手
数
料
を
１
万
円
に
定
め
る
も
の
。
指
定
有
効
期

間
は
５
年
。

湖南市・長浜市・東近江市（滋賀県）
神戸大学大学院農学研究科（兵庫県神戸市）

先進地視察先進地視察
こな んし な が はまし ひ がし おうみし

研修報告 産業建設常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

◇滋賀県南部に位置し、大阪、
名古屋から約100㎞圏域に
あり、近畿圏と中部圏をつな
ぐ広域交流拠点にある。湖
南工業団地は国内有数の
内陸工業団地。市は多文化
共生施策推進に取り組んで
いる。

湖南市
人　口：54,289人
世帯数：21,286世帯
面　積：70.40k㎡
高齢化率：21.5％

◇外国人労働者の
　受け入れについて

滋
　
賀
　
県

兵
　
庫
　
県

ま と め

 今回の先進地視察は安芸高田市の課題でもある4つのテーマを設定し、3市の視察と神戸大学での研修を行
った。湖南市の多文化共生社会の構築は最先端を行く素晴らしい取り組みだと思った。長浜市の観光振興は稼
げる観光への転換とインバウンド戦略が参考になった。東近江市の里山整備の取り組みは現地視察の大切さを
痛感した。神戸大学での黒田先生の研修では里山管理の正しい知識を身につける大切さを学ぶことができた。

７月３日～５日

◇滋賀県の東北部に位置し、北
は福井県、東は岐阜県に接し
ている。京都市や名古屋市か
ら約60㎞圏域、大阪市から
約100㎞圏域にある。

　黒壁スクエアは現在200万
人近い来訪者で賑わう。

長浜市
人　口：118,193人
世帯数：41,788世帯
面　積：681.02k㎡
高齢化率：26.9％

◇長浜の歴史を生かした
観光について

◇滋賀県の東部に位置し、鈴鹿
山脈から琵琶湖岸まで東西
に長い市域を持つ。シカ、イ
ノシシ、サルなどによる被害
が発生しており、「東近江地
域鳥獣被害防止計画」を策
定し対策に取り組んでいる。

東近江市
人　口：114,180人
世帯数：40,691世帯
面　積：388.37k㎡
高齢化率：24.7％

◇有害鳥獣対策について

◇神戸大学農学部森林資源学
教授で農学博士の黒田慶子
先生に里山の現状と今後の
管理のあり方について研修
を受ける。

神戸大学大学院
農学研究科

◇里山の整備について

陳　情

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税(仮称)で順次計画的に
皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書
〔要 望 者〕一般財団法人　日本熊森協会　会長　室屋　悠子
〔要　　旨〕 人工林が放置されているため奥山が荒廃している。放置人工林は間伐ではなく、
　　　　　一定面積を皆伐し、天然林に戻すことを求める陳情。
〔審査結果〕山の荒廃は人工林だけが原因とは考えれられない。また、人工林を皆伐すること
　　　　　　の影響も考慮して、上記陳情は不採択とした。
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の
設
置
を
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め
ら
れ

て
お
り
、
協
議
を
進
め

て
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た
が
、
現
在
の
地

域
の
方
の
賛
同
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
区
を

分
け
る
こ
と
と
し
た
。

市
内
に
住
所
を
持
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て

い
る
業
者
は
66
社
、
そ

れ
以
外
は
市
外
で
あ

る
。
こ
の
中
に
は
廃
業

さ
れ
た
業
者
も
含
ま
れ

て
お
り
、
全
て
が
稼
働

さ
れ
て
い
る
か
を
掌
握

で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

分割した行政区（吉田町青迫地区）

水
道
工
事
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様
子
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地方創生の拠点として
位置付けては
市長／拠点につながるよう
　　　努める

産
直
市

宍戸 邦夫
（無所属）

地
方
創
生
の
拠
点
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
に
な

る
よ
う
努
め
る
。

宍
戸

　出
荷
者
の
高
齢

化
・
減
少
が
進
む
中
で

持
続
し
て
い
く
た
め
に

は
担
い
手
の
育
成
が
必

要
で
は
。

市
長
　
市
と
Ｊ
Ａ
と
は

昨
年
度
よ
り
ア
グ
リ
セ

ミ
ナ
ー
（
野
菜
・
果
樹
・

加
工
）
を
開
催
し
出
荷

者
の
育
成
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

宍
戸

　産
直
市
を
地
方

創
生
の
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
て
は
。

市
長
　
兼
業
農
家
や
女

性
、
障
が
い
者
等
の
多

様
な
担
い
手
が
そ
れ
ぞ

れ
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
活
躍
で
き
る
場
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、

大リニューアルが進む
「ふれあいたかた産直市」

宍
戸

　公
共
施
設
に
障

が
い
者
用
（
多
目
的
）

ト
イ
レ
の
設
置
は
。

教
育
長
　
学
校
体
育
館

に
は
ま
だ
整
備
で
き
て

い
な
い
体
育
館
も
あ
る

の
が
現
状
。
今
後
整
備

に
向
け
、
早
く
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
つ
い
て

障
が
い
者
用
（
多
目
的
）

ト
イ
レ
の
設
置

一般
質問

移動式投票所の
開設が必要
市長／先行事例や他市町を参考に
　　　検討を始めていく

投
票
率
向
上
へ新田 和明

（無所属）

新
田

　あ
じ
さ
い
ネ
ッ

ト
無
線
エ
リ
ア
の
有
線

化
の
考
え
は
。

市
長
　
均
一
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
、
ど

う
い
う
理
由
が
あ
ろ
う

と
も
、
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
く
よ
う
配
慮
し
て

い
く
。

新
田

　高
齢
者
や
障
害

者
が
、
無
理
な
く
投
票

が
行
え
る
移
動
式
投
票

所
が
必
要
で
は
。

市
長
　
交
通
手
段
の
確

保
が
厳
し
い
方
に
お
い

て
、
移
動
式
投
票
所
は

効
果
的
な
手
段
と
考
え

ら
れ
る
。

島根県浜田市の移動式投票所

新
田

　お
太
助
ア
プ
リ

導
入
の
考
え
は
。

市
長
　
お
太
助
フ
ォ
ン

の
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
取
得
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

新
田

　今
後
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
考
え
は
。

市
長
　
情
報
化
社
会
の

手
法
を
駆
使
し
た
町
づ

く
り
を
基
本
に
据
え
て

い
き
た
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
お
太

助
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

安
芸
高
田
市
の
ア
プ
リ

の
展
開
に
つ
い
て

一問一答１２人が
市政を問う
１２人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！
インターネット議会中継
一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕
　　　　　　  → 　　　　　　　  →  　　　　
https://www.akitakata.jp/ja/parliament/

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
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一般
質問

上下水道整備

水
道
未
普
及
地
域

解
消
の
取
り
組
み
は

市
長
／
様
々
な
検
討
を
行
い

　
　
　
解
消
に
努
め
た
い

秋田 雅朝
（無所属）

秋
田

　24
年
か
ら
整
備

率
90
％
、
普
及
率
80
％

の
目
標
数
値
を
掲
げ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

現
況
と
課
題
は
。

市
長
　
30
年
度
末
で
、

水
道
整
備
率
は
89
・

３
％
、
普
及
率
は
76
・

５
％
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
は
安
定
し
た
豊
富

な
水
源
を
求
め
る
こ
と

で
あ
る
。

秋
田

　整
備
率
・
普
及

率
の
向
上
は
認
識
す
る

が
、
ま
だ
解
消
が
必
要

な
地
域
も
あ
る
。
過
去

に
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
経
緯
も
含
め
、
更
な

る
取
り
組
み
、
今
後
の

計
画
が
必
要
と
考
え
る

が
。

市
長
　
未
普
及
地
域
の

解
消
に
向
け
た
今
後
の

計
画
、
取
り
組
み
は
、

新
た
な
水
源
確
保
に
よ

り
給
水
区
域
を
定
め
る

方
法
、
施
設
更
新
と
人

口
減
少
の
兼
ね
合
い
に

よ
り
給
水
区
域
を
拡
張

す
る
方
法
、
水
道
の
広

域
連
携
に
よ
る
施
設
の

統
廃
合
な
ど
様
々
な
検

討
を
行
い
、
で
き
る
だ

け
解
消
に
努
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
学
力
向
上
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て安芸高田市の水道普及状況地図

（広報あきたかた25年10月号より抜粋）
※灰色部分が未給水区域
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地方創生の拠点として
位置付けては
市長／拠点につながるよう
　　　努める

産
直
市

宍戸 邦夫
（無所属）

地
方
創
生
の
拠
点
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
に
な

る
よ
う
努
め
る
。

宍
戸

　出
荷
者
の
高
齢

化
・
減
少
が
進
む
中
で

持
続
し
て
い
く
た
め
に

は
担
い
手
の
育
成
が
必

要
で
は
。

市
長
　
市
と
Ｊ
Ａ
と
は

昨
年
度
よ
り
ア
グ
リ
セ

ミ
ナ
ー
（
野
菜
・
果
樹
・

加
工
）
を
開
催
し
出
荷

者
の
育
成
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

宍
戸

　産
直
市
を
地
方

創
生
の
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
て
は
。

市
長
　
兼
業
農
家
や
女

性
、
障
が
い
者
等
の
多

様
な
担
い
手
が
そ
れ
ぞ

れ
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
活
躍
で
き
る
場
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、

大リニューアルが進む
「ふれあいたかた産直市」

宍
戸

　公
共
施
設
に
障

が
い
者
用
（
多
目
的
）

ト
イ
レ
の
設
置
は
。

教
育
長
　
学
校
体
育
館

に
は
ま
だ
整
備
で
き
て

い
な
い
体
育
館
も
あ
る

の
が
現
状
。
今
後
整
備

に
向
け
、
早
く
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
つ
い
て

障
が
い
者
用
（
多
目
的
）

ト
イ
レ
の
設
置

一般
質問

移動式投票所の
開設が必要
市長／先行事例や他市町を参考に
　　　検討を始めていく

投
票
率
向
上
へ新田 和明

（無所属）

新
田

　あ
じ
さ
い
ネ
ッ

ト
無
線
エ
リ
ア
の
有
線

化
の
考
え
は
。

市
長
　
均
一
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
、
ど

う
い
う
理
由
が
あ
ろ
う

と
も
、
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
く
よ
う
配
慮
し
て

い
く
。

新
田

　高
齢
者
や
障
害

者
が
、
無
理
な
く
投
票

が
行
え
る
移
動
式
投
票

所
が
必
要
で
は
。

市
長
　
交
通
手
段
の
確

保
が
厳
し
い
方
に
お
い

て
、
移
動
式
投
票
所
は

効
果
的
な
手
段
と
考
え

ら
れ
る
。

島根県浜田市の移動式投票所

新
田

　お
太
助
ア
プ
リ

導
入
の
考
え
は
。

市
長
　
お
太
助
フ
ォ
ン

の
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
取
得
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
。

新
田

　今
後
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
考
え
は
。

市
長
　
情
報
化
社
会
の

手
法
を
駆
使
し
た
町
づ

く
り
を
基
本
に
据
え
て

い
き
た
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
お
太

助
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

安
芸
高
田
市
の
ア
プ
リ

の
展
開
に
つ
い
て

一問一答１２人が
市政を問う
１２人が
市政を問う

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
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市ホームページ 議会中継安芸高田市議会

一般
質問

上下水道整備

水
道
未
普
及
地
域

解
消
の
取
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掲
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取
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・
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５
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取
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塚
本

　有
害
鳥
獣
被
害

が
増
加
す
る
中
、
実
頭

数
を
減
少
さ
せ
る
対
策

と
し
て
、
捕
獲
班
員
の

金
行

　自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
と
い
う
４

つ
の
視
点
を
整
理
し
た

現
状
認
識
は
。

市
長
　
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
を
連
携
し

安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
考
え
て
い
る
。

金
行

　認
知
症
施
策
推

進
大
綱
で
共
生
、
予
防

を
重
点
と
あ
る
が
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長
　
国
も
共
生
と
予

防
を
車
の
両
輪
と
し
て

施
策
を
推
進
し
て
お
り

認
知
症
の
人
が
尊
厳
と

希
望
を
も
て
る
よ
う
に

生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
事
業
や
、
げ
ん
き
教

室
を
定
着
し
地
域
と
の

共
生
を
進
め
て
い
く
。

金
行

　安
芸
高
田
市
の

交
付
状
況
は
。

市
長
　
７
月
末
現
在
で

交
付
件
数
は
４
１
５
５

件
、
交
付
率
は
14
・
53
％

で
あ
り
県
内
で
７
番
目

の
交
付
率
で
あ
る
。

安芸高田市議会だより 1617 第63号　令和元年11月15日発行

地域農業振興センター
（仮称）の設立は
市長／総合的に勘案し
　　　検討を進めたい

農
業
振
興

前重 昌敬
（無所属）

る
農
畜
産
物
の
生
産
を

促
進
し
、
販
路
の
拡
大

に
努
め
る
と
明
記
し
て

あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応

を
総
合
的
に
支
援
す
る

「
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
設
立

が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
地
域
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
立
に
つ
い
て
は
そ
の

機
能
を
代
替
す
る
と
こ

ろ
が
現
在
あ
り
、
検
討

し
て
な
い
状
況
で
あ
る
。

前
重

　総
合
計
画
内
で

の
農
業
の
振
興
で
、
圃

場
整
備
や
農
業
法
人
設

立
支
援
、
生
産
性
の
高

い
農
業
経
営
環
境
の
整

備
。農
業
を
志
す
若
者
や
、

定
年
退
職
後
の
就
農
者

等
に
対
す
る
支
援
の
取

り
組
み
。
競
争
力
の
あ

今
後
、Ｊ
Ａ
の
合
併
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
総

合
的
に
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
新
た
な
農
業
振
興
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

○
安
芸
高
田
市
学
校
運

営
協
議
会
制
度
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
に
つ
い
て

一般
質問

県立広島大学と連携した
今後の展開は
市長／吉田町で超音波による
　　　シカ忌避効果調査をする

鳥
獣
害
対
策玉重 輝吉

（無所属）

忌
避
行
動
の
研
究
調
査

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
採

用
と
な
っ
た
。
現
在
、

吉
田
町
で
調
査
地
域
の

調
整
を
行
い
、
設
置
を

始
め
た
と
こ
ろ
。
イ
ノ

シ
シ
で
超
音
波
の
忌
避

効
果
が
出
て
お
り
、
今

後
、
シ
カ
で
の
調
査
研

究
結
果
、
効
果
的
な
運

用
等
検
証
し
、
市
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
た
い
。

玉
重

　県
立
広
島
大
学

と
連
携
し
て
、
超
音
波

に
よ
る
シ
カ
忌
避
へ
の

挑
戦
の
現
状
と
今
後
の

展
開
は
。

市
長
　
今
年
度
、
県
立

広
島
大
学
に
地
域
課
題

研
究
と
し
て
、
鳥
獣
被

害
防
止
に
係
る
シ
カ
の

効果が期待される超音波式害獣忌避装置
 NIGETEC（北広島町 石井谷）

玉
重

　都
市
部
か
ら
若

者
定
住
を
進
め
る
中
、

地
域
で
の
草
刈
り
対
応

は
マ
イ
ナ
ス
要
素
。
ま

た
、
高
齢
の
住
民
か
ら

は
補
助
要
望
が
多
い
が
。

市
長
　
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
全
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
課
題
が

あ
る
。
私
的
、
公
的
財

産
と
分
け
、
公
的
財
産

は
対
応
を
検
討
す
る
。

草
刈
り
対
応
に

つ
い
て

認
知
症
対
策
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は

有
害
鳥
獣
対
策

一般
質問

神　楽

神
楽
海
外
公
演
に

向
け
て

市
長
／
一
定
の

　
　
　シ
ス
テ
ム
造
り

塚本 　近
（無所属）

塚
本

　神
楽
海
外
公
演

の
出
演
依
頼
の
場
合
、

神
楽
団
や
団
員
の
金
銭

的
負
担
、
衣
裳
の
持
ち

込
み
等
課
題
が
多
く
、

一
定
の
シ
ス
テ
ム
造
り

が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
今
後
神
楽
団
及

び
団
員
へ
の
負
担
も
考

慮
し
、
経
費
を
積
算
す

る
主
催
者
団
体
や
国
、

県
と
の
協
議
を
進
め
て

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
。

一
頭
当
た
り
の
助
成
金

の
増
額
、
ま
た
捕
獲
班

の
活
動
の
拡
大
を
図
っ

て
は
。

市
長
　
捕
獲
頭
数
を
増

や
す
対
策
と
し
て
、
捕

獲
班
の
労
力
の
低
減
や

捕
獲
効
率
の
向
上
を
目

的
と
し
た
支
援
の
検
討

を
進
め
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
班
と
連
携
を
取
る
。

ま
た
一
頭
当
た
り
の
助

成
金
に
つ
い
て
も
有
害

鳥
獣
捕
獲
者
へ
の
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

地域包括

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

市
長
／
地
域
で
支
え
合
う

　
　
　力
を
強
化
す
る

金行 哲昭
（無所属）

自助・互助・共助・公助からみたケアシステムまったなしの農業振興

タイ公演にて
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付
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５
５
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付
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付
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地域農業振興センター
（仮称）の設立は
市長／総合的に勘案し
　　　検討を進めたい

農
業
振
興

前重 昌敬
（無所属）

る
農
畜
産
物
の
生
産
を

促
進
し
、
販
路
の
拡
大

に
努
め
る
と
明
記
し
て

あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応

を
総
合
的
に
支
援
す
る

「
地
域
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
設
立

が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
地
域
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
立
に
つ
い
て
は
そ
の

機
能
を
代
替
す
る
と
こ

ろ
が
現
在
あ
り
、
検
討

し
て
な
い
状
況
で
あ
る
。

前
重

　総
合
計
画
内
で

の
農
業
の
振
興
で
、
圃

場
整
備
や
農
業
法
人
設

立
支
援
、
生
産
性
の
高

い
農
業
経
営
環
境
の
整

備
。農
業
を
志
す
若
者
や
、

定
年
退
職
後
の
就
農
者

等
に
対
す
る
支
援
の
取

り
組
み
。
競
争
力
の
あ

今
後
、Ｊ
Ａ
の
合
併
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
総

合
的
に
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
新
た
な
農
業
振
興
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

○
安
芸
高
田
市
学
校
運

営
協
議
会
制
度
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
に
つ
い
て

一般
質問

県立広島大学と連携した
今後の展開は
市長／吉田町で超音波による
　　　シカ忌避効果調査をする

鳥
獣
害
対
策玉重 輝吉

（無所属）

忌
避
行
動
の
研
究
調
査

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
採

用
と
な
っ
た
。
現
在
、

吉
田
町
で
調
査
地
域
の

調
整
を
行
い
、
設
置
を

始
め
た
と
こ
ろ
。
イ
ノ

シ
シ
で
超
音
波
の
忌
避

効
果
が
出
て
お
り
、
今

後
、
シ
カ
で
の
調
査
研

究
結
果
、
効
果
的
な
運

用
等
検
証
し
、
市
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
た
い
。

玉
重

　県
立
広
島
大
学

と
連
携
し
て
、
超
音
波

に
よ
る
シ
カ
忌
避
へ
の

挑
戦
の
現
状
と
今
後
の

展
開
は
。

市
長
　
今
年
度
、
県
立

広
島
大
学
に
地
域
課
題

研
究
と
し
て
、
鳥
獣
被

害
防
止
に
係
る
シ
カ
の

効果が期待される超音波式害獣忌避装置
 NIGETEC（北広島町 石井谷）

玉
重

　都
市
部
か
ら
若

者
定
住
を
進
め
る
中
、

地
域
で
の
草
刈
り
対
応

は
マ
イ
ナ
ス
要
素
。
ま

た
、
高
齢
の
住
民
か
ら

は
補
助
要
望
が
多
い
が
。

市
長
　
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
全
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
課
題
が

あ
る
。
私
的
、
公
的
財

産
と
分
け
、
公
的
財
産

は
対
応
を
検
討
す
る
。

草
刈
り
対
応
に

つ
い
て

認
知
症
対
策
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は

有
害
鳥
獣
対
策

一般
質問

神　楽

神
楽
海
外
公
演
に

向
け
て

市
長
／
一
定
の

　
　
　シ
ス
テ
ム
造
り

塚本 　近
（無所属）

塚
本

　神
楽
海
外
公
演

の
出
演
依
頼
の
場
合
、

神
楽
団
や
団
員
の
金
銭

的
負
担
、
衣
裳
の
持
ち

込
み
等
課
題
が
多
く
、

一
定
の
シ
ス
テ
ム
造
り

が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　
今
後
神
楽
団
及

び
団
員
へ
の
負
担
も
考

慮
し
、
経
費
を
積
算
す

る
主
催
者
団
体
や
国
、

県
と
の
協
議
を
進
め
て

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
。

一
頭
当
た
り
の
助
成
金

の
増
額
、
ま
た
捕
獲
班

の
活
動
の
拡
大
を
図
っ

て
は
。

市
長
　
捕
獲
頭
数
を
増

や
す
対
策
と
し
て
、
捕

獲
班
の
労
力
の
低
減
や

捕
獲
効
率
の
向
上
を
目

的
と
し
た
支
援
の
検
討

を
進
め
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
班
と
連
携
を
取
る
。

ま
た
一
頭
当
た
り
の
助

成
金
に
つ
い
て
も
有
害

鳥
獣
捕
獲
者
へ
の
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

地域包括

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

市
長
／
地
域
で
支
え
合
う

　
　
　力
を
強
化
す
る

金行 哲昭
（無所属）

自助・互助・共助・公助からみたケアシステムまったなしの農業振興

タイ公演にて



山
根
　
施
設
活
用
策
と

備
品
等
の
扱
い
は
。

市
長
　
保
育
所
の
利
用
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一般
質問

一般
質問

全線運行再開
について
市長／一緒になって
　　　芸備線を守っていく

Ｊ
Ｒ
芸
備
線玉井 直子

（無所属）

す
る
と
の
発
表
が
あ
っ

た
。
芸
備
線
は
地
域
の

住
民
の
日
常
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
観
光
振

興
、
産
業
振
興
に
つ
な

ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

維
持
存
続
に
全
力
を
挙

げ
て
努
力
し
て
い
く
。

玉
井
　
利
用
者
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
が
考
え

を
伺
う
。

市
長
　
今
後
も
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
ス
ピ
ー
ド
化
や

利
便
性
の
向
上
を
お
願

玉
井
　
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の

全
線
開
通
が
決
ま
り
、

通
学
な
ど
で
不
便
が
続

い
て
い
た
沿
線
で
は
、

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
て

い
る
が
、
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

市
長
　
先
日
J
R
よ
り

10
月
23
日
に
全
線
開
通

10月23日　全線開通のＪＲ芸備線

い
し
て
い
く
。
芸
備
線

対
策
協
議
会
で
、
イ
ベ

ン
ト
列
車
の
運
行
も
準

備
し
て
い
る
。
市
独
自

の
利
用
促
進
対
策
も
検

討
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
に
も
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
県
道
災
害
時
対
応
に

つ
い
て

○
部
活
動
指
導
員
に
つ

い
て

公共施設使用料
の見直し

青
少
年
活
動
の
施
設
使
用
料

は
免
除
で
き
な
い
か

市
長
／
青
少
年
健
全
育
成
の

　
　
　面
か
ら
検
討
す
る

芦田 宏治
（無所属）

芦
田
　
公
共
施
設
の
使

用
料
金
と
減
免
規
定
が

見
直
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、

減
免
規
定
の
変
更
に
よ

り
、
青
少
年
の
活
動
団

体
の
使
用
料
が
今
ま
で

の
免
除
か
ら
半
額
負
担

に
な
る
。
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
を
行
う
た
め
の
施
設

使
用
料
を
免
除
す
る
こ

と
は
大
き
な
子
育
て
支

援
に
な
る
。
青
少
年
の

使
用
料
は
今
ま
で
通
り

の
免
除
に
で
き
な
い
か
。

市
長
　
使
用
料
に
対
す

る
減
免
規
定
は
、
一
律

な
考
え
の
も
と
に
変
更

し
た
が
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
面
か
ら
細
か

い
配
慮
も
い
る
の
で
、

調
査
し
た
う
え
で
検
討

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

教
育
長
　
市
長
か
ら
も

青
少
年
の
健
全
育
成
に

か
か
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
す
る

よ
う
指
示
を
受
け
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
青
少
年
の
健
全
育
成

を
目
的
に
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
要
望

に
沿
う
よ
う
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

少年野球の練習風景（吉田町落合グラウンド）

森林を活用して
獣害対策を
市長／林野庁と連携して
　　　取り組む

循
環
型
社
会熊高 昌三

（無所属）

源
活
用
し
た
事
業
化
も

考
え
て
い
る
。

熊
高
　
公
共
施
設
管
理

計
画
の
現
状
と
、
道
の

駅
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
整

備
に
よ
る
計
画
見
直
し

は
。
ま
た
地
域
活
性
化

に
向
け
た
資
源
と
し
て

ど
う
活
か
す
の
か
。

市
長
　
27
年
か
ら
５
年

熊
高
　
森
林
を
地
域
資

源
と
し
て
活
か
し
、
課

題
で
あ
る
獣
害
対
策
を
。

市
長
　
森
林
の
特
性
を

利
用
し
た
獣
害
対
策
を

林
野
庁
と
連
携
し
、
市

民
も
巻
き
込
ん
だ
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
活
力
で
資

産業建設常任委員会で森林整備への取り組みを視察

経
過
し
て
お
り
、
新
し

い
事
業
を
分
母
に
加
え

た
見
直
し
と
正
当
性
を

し
っ
か
り
説
明
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
地
域

の
施
設
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
こ

の
た
び
ス
タ
ー
ト
し
た
、

各
地
域
振
興
の
皆
さ
ん

と
始
め
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
会
議
の
中
で
、

地
域
活
性
化
の
資
源
と

し
て
活
か
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

廃
校
・
廃
園
施
設

と
備
品
等
の
扱
い

公
共
施
設
管
理
に

つ
い
て

地域振興会

振
興
会
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は

市
長
／
地
域
活
動
を
持
続
可
能

　
　
　な
仕
組
み
に
見
直
す

山根 温子
（無所属）

山
根
　
組
織
の
違
い
や

特
色
が
わ
か
る
関
係
図

が
で
き
て
い
る
。
こ
の

作
業
の
意
味
と
今
後
に

向
け
て
の
展
開
は
。

市
長
　
地
域
と
行
政
双

方
が
地
域
の
現
状
を
理

解
し
、
共
有
す
る
こ
と

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
地

域
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

山
根
　
振
興
会
の
位
置

づ
け
と
活
動
に
つ
い
て
。

市
長
　
広
義
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
今
ま

で
ど
お
り
し
っ
か
り

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

方
針
は
確
定
し
て
い
な
い
。

甲
田
町
の
施
設
備
品
は

保
育
所
・
小
学
校
共
同
で
、

一
般
払
い
下
げ
行
事
の

開
催
も
検
討
中
。

教
育
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

体
育
館
は
当
面
維
持
、

校
舎
の
活
用
策
は
現
在

な
く
、
解
体
を
基
本
に

協
議
検
討
。
備
品
の
販

売
イ
ベ
ン
ト
等
検
討
中
。

山
根
　
文
科
省
の
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
識
か
。

教
育
長
　
把
握
な
く
早

急
に
研
究
協
議
。

ワークショップで、地域内の団体同士のつながりや
お金の流れを見える化する「地元関係図」作成



山
根
　
施
設
活
用
策
と

備
品
等
の
扱
い
は
。

市
長
　
保
育
所
の
利
用
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一般
質問

一般
質問

全線運行再開
について
市長／一緒になって
　　　芸備線を守っていく

Ｊ
Ｒ
芸
備
線玉井 直子

（無所属）

す
る
と
の
発
表
が
あ
っ

た
。
芸
備
線
は
地
域
の

住
民
の
日
常
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
観
光
振

興
、
産
業
振
興
に
つ
な

ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

維
持
存
続
に
全
力
を
挙

げ
て
努
力
し
て
い
く
。

玉
井
　
利
用
者
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
が
考
え

を
伺
う
。

市
長
　
今
後
も
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
ス
ピ
ー
ド
化
や

利
便
性
の
向
上
を
お
願

玉
井
　
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の

全
線
開
通
が
決
ま
り
、

通
学
な
ど
で
不
便
が
続

い
て
い
た
沿
線
で
は
、

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
て

い
る
が
、
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

市
長
　
先
日
J
R
よ
り

10
月
23
日
に
全
線
開
通

10月23日　全線開通のＪＲ芸備線

い
し
て
い
く
。
芸
備
線

対
策
協
議
会
で
、
イ
ベ

ン
ト
列
車
の
運
行
も
準

備
し
て
い
る
。
市
独
自

の
利
用
促
進
対
策
も
検

討
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
に
も
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
県
道
災
害
時
対
応
に

つ
い
て

○
部
活
動
指
導
員
に
つ

い
て

公共施設使用料
の見直し

青
少
年
活
動
の
施
設
使
用
料

は
免
除
で
き
な
い
か

市
長
／
青
少
年
健
全
育
成
の

　
　
　面
か
ら
検
討
す
る

芦田 宏治
（無所属）

芦
田
　
公
共
施
設
の
使

用
料
金
と
減
免
規
定
が

見
直
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
、

減
免
規
定
の
変
更
に
よ

り
、
青
少
年
の
活
動
団

体
の
使
用
料
が
今
ま
で

の
免
除
か
ら
半
額
負
担

に
な
る
。
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
を
行
う
た
め
の
施
設

使
用
料
を
免
除
す
る
こ

と
は
大
き
な
子
育
て
支

援
に
な
る
。
青
少
年
の

使
用
料
は
今
ま
で
通
り

の
免
除
に
で
き
な
い
か
。

市
長
　
使
用
料
に
対
す

る
減
免
規
定
は
、
一
律

な
考
え
の
も
と
に
変
更

し
た
が
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
面
か
ら
細
か

い
配
慮
も
い
る
の
で
、

調
査
し
た
う
え
で
検
討

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

教
育
長
　
市
長
か
ら
も

青
少
年
の
健
全
育
成
に

か
か
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
す
る

よ
う
指
示
を
受
け
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
青
少
年
の
健
全
育
成

を
目
的
に
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
団
体
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
要
望

に
沿
う
よ
う
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

少年野球の練習風景（吉田町落合グラウンド）

森林を活用して
獣害対策を
市長／林野庁と連携して
　　　取り組む

循
環
型
社
会熊高 昌三

（無所属）

源
活
用
し
た
事
業
化
も

考
え
て
い
る
。

熊
高
　
公
共
施
設
管
理

計
画
の
現
状
と
、
道
の

駅
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
整

備
に
よ
る
計
画
見
直
し

は
。
ま
た
地
域
活
性
化

に
向
け
た
資
源
と
し
て

ど
う
活
か
す
の
か
。

市
長
　
27
年
か
ら
５
年

熊
高
　
森
林
を
地
域
資

源
と
し
て
活
か
し
、
課

題
で
あ
る
獣
害
対
策
を
。

市
長
　
森
林
の
特
性
を

利
用
し
た
獣
害
対
策
を

林
野
庁
と
連
携
し
、
市

民
も
巻
き
込
ん
だ
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
活
力
で
資

産業建設常任委員会で森林整備への取り組みを視察

経
過
し
て
お
り
、
新
し

い
事
業
を
分
母
に
加
え

た
見
直
し
と
正
当
性
を

し
っ
か
り
説
明
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
地
域

の
施
設
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
こ

の
た
び
ス
タ
ー
ト
し
た
、

各
地
域
振
興
の
皆
さ
ん

と
始
め
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
会
議
の
中
で
、

地
域
活
性
化
の
資
源
と

し
て
活
か
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

廃
校
・
廃
園
施
設

と
備
品
等
の
扱
い

公
共
施
設
管
理
に

つ
い
て

地域振興会

振
興
会
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は

市
長
／
地
域
活
動
を
持
続
可
能

　
　
　な
仕
組
み
に
見
直
す

山根 温子
（無所属）

山
根
　
組
織
の
違
い
や

特
色
が
わ
か
る
関
係
図

が
で
き
て
い
る
。
こ
の

作
業
の
意
味
と
今
後
に

向
け
て
の
展
開
は
。

市
長
　
地
域
と
行
政
双

方
が
地
域
の
現
状
を
理

解
し
、
共
有
す
る
こ
と

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
地

域
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

山
根
　
振
興
会
の
位
置

づ
け
と
活
動
に
つ
い
て
。

市
長
　
広
義
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
今
ま

で
ど
お
り
し
っ
か
り

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

方
針
は
確
定
し
て
い
な
い
。

甲
田
町
の
施
設
備
品
は

保
育
所
・
小
学
校
共
同
で
、

一
般
払
い
下
げ
行
事
の

開
催
も
検
討
中
。

教
育
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

体
育
館
は
当
面
維
持
、

校
舎
の
活
用
策
は
現
在

な
く
、
解
体
を
基
本
に

協
議
検
討
。
備
品
の
販

売
イ
ベ
ン
ト
等
検
討
中
。

山
根
　
文
科
省
の
廃
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
識
か
。

教
育
長
　
把
握
な
く
早

急
に
研
究
協
議
。

ワークショップで、地域内の団体同士のつながりや
お金の流れを見える化する「地元関係図」作成



執
行
の
措
置
を
行
う
。

山
本

　周
辺
住
民
が

困
っ
て
い
る
わ
け
で
代

執
行
ま
で
行
く
に
は
時

間
が
か
か
る
。
早
期
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
は
。

市
長
　
迷
惑
度
も
考
え

周
知
し
な
が
ら
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
。
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一般
質問

調査指導

空
き
家
対
策
に

つ
い
て

市
長
／
必
要
な
手
順
を
行
い

　
　
　対
応

山本 　優
（無所属）

山
本

　相
続
、
所
有
者

不
明
物
件
の
把
握
状
況

は
。

市
長
　
相
続
人
調
査
は

し
て
い
な
い
が
２
３
８

戸
の
修
理
不
可
能
な
空

家
が
有
り
、
75
件
の
苦

情
相
談
を
受
け
て
調
査

確
認
し
て
い
る
。

山
本

　空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ

そ
れ
に
よ
り
市
と
し
て

の
対
応
は
。

市
長
　
改
善
の
無
い
空

き
家
に
つ
い
て
は
指
導
、

勧
告
、
命
令
等
実
施
し
、

実
施
さ
れ
な
い
場
合
代

山
本

　来
年
４
月
に
任

期
満
了
と
な
る
が
進
退

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
課
題
解
決
の
た

め
の
存
続
も
考
え
て
お

り
、
責
任
と
体
調
の
両

面
か
ら
考
え
支
援
者
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
決

め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て

手がだせない放置空き家（八千代町）

※吉田高校の裏山の斜面のゴミは、地域住民、公衆衛生推進協議会吉田支部、教職員、PTA役員、
市職員、市議会議員とボランティアで撤去。ゴミの量は、1.57トン。（10月８日）

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

高校生との意見交換会高校生との意見交換会

向原高校向原高校 6月26日(水)　
14：30～15：20

向原高校・吉田高校３年生との意見交換会向原高校・吉田高校３年生との意見交換会

意見交換会を終えて意見交換会を終えて

①市の大きな祭りや、イベントの充実。
②高齢者の運動の手助け。
　月 1回は高齢者の見守り等をする。
③子供を育てやすいように支援する。

■テーマ 1　自分が市長に立候補するなら、　
　どんな公約？

①山々の緑が綺麗、自然が豊か。
②人が優しい。
③公共交通が不便。
④歩道の拡幅やガードレールの設置。
⑤皆が集まって遊ぶところがない。

■テーマ 2　自分の住んでいる市と比べて
　安芸高田市の良いところ・改善点　

①神楽、土師ダムの花見・花火大会、
　サンフレッチェ広島など。
②毛利元就と戦国武将アピール。 
③春の山々。

■テーマ 3　自分が安芸高田市の観光大使に
　なったら、何を PR？ ①芸備線を早く復旧してほしい。

②安芸高田市の豊かな伝統文化・歴史を
次世代に引き継ぎたい。

③自分たちの意見を少しでも取り入れて
ほしい。

■テーマ 4　市政に関する意見・要望等　

吉田高校吉田高校 ７月17日(水)　
15：30～16：25

①郷野小学校をはじめ公共施設の利活用は。
②高齢化社会になっているが、福祉面で
　どのような対策が行われているのか。
③各町に中学校が存続してほしいが、統合
　の状況は。

　28年度に意見交換会をはじめ、今回で3回目を迎えました。生徒の皆さんの意見要望は、
地域課題をよく把握した内容が増え、年々充実しております。
　中には地域懇談会で頂いた意見要望と同様の内容のものもありました。　
　生徒の皆さんの声に応えられるように、現状を把握するための調査を行い、課題解決
に向けて取り組みを進めます。

■疑問　

市政に関する疑問・課題・意見テーマ

市
長
の
進
退
に

つ
い
て

①吉田や八千代の通学路で交通量の多い箇所
　は、パトロールなどの強化が必要。
②通学路で歩道が狭い場所の改善やガードレー
　ルの設置をしてほしい。
③有害鳥獣対策の推進を。
④公共交通が少なく不便。
　お太助バスも増便してほしい。

■課題

①安芸高田市には農地がたくさんあるので農業
をしたいが、農業をできる人に発信してはど
うか。

②一心祭りや、土師ダム花火大会等のイベント
　情報の発信は、SNS等の活用を。
③高校の裏山の斜面のゴミを処理してほしい。※

■意見
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地域懇談会地域懇談会

7 月中旬から８月上旬にかけて、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマによる意見交換を行った後、テーマ以外の意見もお聞きしました。
今後、各常任委員会において、皆様から頂いた貴重な意見・要望の調査を進めます。

吉 田 会 場：有害鳥獣対策について
八千代会場：人口減対策について
美土里会場：道路整備について
高 宮 会 場：道路整備・維持管理について
甲 田 会 場：有害鳥獣対策について
向 原 会 場：災害に伴う道路・河川整備について

有害鳥獣対策について
公共施設及び市有地の管理・運営・利活用について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助バス・
お太助ワゴン等）について
小児科・産婦人科について
道路の整備・管理について
営農・離農対策について
観光について（観光地・観光施設等の整備・
活用を含む）
空き家・空き地対策について

17
7

5

5
5
4

4

4

市政に関する意見等
地域懇談会の運営に関する意見等
議会運営及びその他に関する意見等

各会場のご意見を次のページに掲載していす。
吉田町・八千代町・美土里町  　23 ページ　
高宮町・甲田町・向原町　 　 　24 ページ

道路の整備・管理について
有害鳥獣対策について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助
バス・お太助ワゴン等）について
災害時の避難及び防災について　
公共施設及び市有地の管理・運営
・利活用について

542
206
23

55
48

33

31

28

・公共交通のあり方について
・行政財産の有効活用について
・子育て支援について
・高齢者･障害者等福祉について
・営農について

町別テーマ共通テーマ

意見・要望

主な意見・要望 件数

意見・要望件 数 件 数

テーマ

771 件の意見・要望の内訳 安芸高田市全体で多かった意見・要望

　地域懇談会での 771 件の意見と高校生との意
見交換会での 88 件の意見は、議長、副議長、議
会運営委員長・副委員長の 4 名で、市長に提出
しました。
　このうち『道路の整備・管理について』『有害
鳥獣対策について』『公共交通について』の３件
については、重点的な対応を求めています。
　今後、各常任委員会で調査を進め、執行部へ
の提案や予算要望等につなげたいと考えており、
調査状況は、随時報告させていただきます。

吉 田 会 場（125件）　
７月17日（水）　19：00～21：00
クリスタルアージョ     来場者27人

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

市民の意見・高校生の意見を
市長に報告

市民の意見・高校生の意見を
市長に報告

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。771件

地域懇談会地域懇談会

八千代会場（115件）　
８月１日（木）　19：00～21：00
八千代文化施設フォルテ     来場者27人

公共施設及び市有地の管理・運営・利活用について
道路の整備・管理について
人口減対策・定住施策について
定住に係る住宅施策について
有害鳥獣対策について
空き家・空き地対策について

10
7
6
4
4
4

主な意見・要望 件数

道路の整備・管理について
人口減対策・定住施策について
通学路について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助バス・
お太助ワゴン等）について
有害鳥獣対策について

12
5
5

4

4

主な意見・要望

美土里会場（78件）　
７月19日（金）　19：00～21：00
美土里生涯学習センターまなび     来場者17人

件数
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地域懇談会地域懇談会
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議会のうごき議会のうごき

７月

７月～９月の議会の主な活動状況７月～９月の議会の主な活動状況議会のうごき
８月

     1日　地域懇談会（八千代）
     5日　地域懇談会（高宮）
     7日　地域懇談会（向原）
     8日　議会運営委員会
     9日　地域懇談会（甲田）
19日　全員協議会
21～　文教厚生常任委員会
22日　先進地視察研修
29日　議会運営委員会

９月

     5日　第３回定例会（開会）
　　　　議会広報特別委員会
     6日　予算決算常任委員会
     9日　本会議（一般質問）
10日　本会議（一般質問）
12日　総務企画常任委員会
13日　文教厚生常任委員会
17日　産業建設常任委員会
18日　予算決算常任委員会
19日　予算決算常任委員会
20日　全員協議会
　　　　田んぼアート事業調査
　　　　特別委員会
　　　　道の駅整備調査特別
　　　　委員会
　　　　議会運営委員会
25日　第３回定例会
　　　　（最終日）
　　　　常任委員会構成等調査
　　　　研究特別委員会
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※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

■令和元年第４回定例会は
　　　　　　12月上旬から開会を予定しています

     1日　議会運営委員会
　　　　第２回定例会
　　　　（最終日）
     2日　議会広報特別委員会
      3～　産業建設常任委員会
     5日　先進地視察研修
10～　総務企画常任委員会
11日　先進地視察研修
17日　高校生との意見交換会
　　　　（吉田高校）
　　　地域懇談会（吉田）
18日　議会広報特別委員会
19日　全員協議会
　　　　地域懇談会（美土里）
31日　議会広報特別委員会

高 宮 会 場（196件）　
８月５日（月）　19：00～21：00
高宮田園パラッツォ     来場者32人

甲 田 会 場（78件）　
８月９日（金）　19：00～21：00
甲田文化センターミューズ     来場者12人

営農・離農対策について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助バス・
お太助ワゴン等）について
有害鳥獣対策について
振興会、地域活動、まちづくりについて
地域での見守り活動について
ペットやゴミなどの生活・環境に関することについて
特産品の生産・開発について
第 3セクター・道の駅の管理運営について

8

6

6
4
3
3
3
3

主な意見・要望 件数

道路の整備・管理について
有害鳥獣対策について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助バス・
お太助ワゴン等）について
公共施設及び市有地の管理・運営・利活用について
災害時の避難及び防災について
振興会、地域活動、まちづくりについて
高齢者福祉施策について

22
12

8

7
7
7
7

主な意見・要望 件数

向 原 会 場（179件）　
８月７日（水）　19：00～21：00
向原生涯学習センターみらい     来場者36人

災害時の避難及び防災について
災害復旧・復興について
向原高校の存続・魅力づくりについて
道路の整備・管理について
営農・離農対策について
公共交通（路線バス・ＪＲ・お太助バス・
お太助ワゴン等）について

14
14
13
9
8

7

主な意見・要望 件数
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吉田中学校野球部（9月29日）

吉　田

刈田保育園（10月12日）

友情出演　向原 日之原太鼓（9月28日）

美土里 熱く戦え！ ５１人
みんなの思いを一つに

来原小学校  秋季大運動会（9月22日）

高　宮

がんばりました

甲田いづみこども園 第1回 運動会（９月26日）

甲　田 みんなが応援

ひとは祭り（９月７日）

向　原

第68回広島県中学校
総合体育大会　準優勝

第10回 米舞まつり

八千代 地域の楽しみ
子どもの発表会

今回の題字は、 さん（向原小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第63号 ２０１９（令和元）年１１月１５日発行

 あんな  こんな
 地域のかがやき

高校生との意見交換会報告

地域懇談会報告
  一問一答 
 12人が市政を問う

 ９月定例会
３０年度決算審査
 常任委員会報告
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ドローンスクール開校式（９月14日）

元ニュージーランド村

かきはら あい

安芸高田市
市議会のページ


